
 環境＆エネルギー戦略特別セミナー                                  １３３１６ 

～注目集まる「低温熱」眠れるエネルギーを使い尽くす～ 

バイナリー発電最前線 
工場廃熱の高度利用と地熱・温泉発電普及への挑戦 

 
    経済産業省 資源エネルギー庁 資源・燃料部 

政策課／燃料政策企画室 係長 橋本 薫 氏  

    川崎重工業（株） 機械ビジネスセンター タービン部 
 陸用タービン課 課長 溝口 和彦 氏 

地熱技術開発（株） 取締役 営業・事業開発部長 大里 和己 氏 

   
日 時

会 場 
主 催 

2013 年９月２６日（木） 午後１時～５時 
新橋愛宕山東急イン 東京都港区愛宕１－６－６ 

株式会社 新社会システム総合研究所 
 

【第１部】＜特別招聘＞経済産業省による講演＆名刺交換 

 ■日本の地熱発電に関連する諸情勢と資源エネルギー庁政策課の取組み  

橋本 薫 氏 【13：00～14：00】 

【第２部】有力２社の取組み事例と展開 

Ⅰ．低温排熱利用グリーンバイナリータービンの特長、実証試験状況と今後の課題 

溝口 和彦 氏 【14：20～15：35】 

２００９年度に初号機の製造・据付工事を完了し、２０１０年より運転を開始した分散型低温排熱発電設
備であるグリーンバイナリータービンの仕様と特長を紹介する。また、２０１２年度より開始した九州電力殿
と共同で実施している「小規模地熱バイナリー発電設備実証試験」、ならびに、大阪市殿、大阪府殿、大
阪ガス殿と共同で実施している「ごみ焼却工場等の都市排熱高度活用プロジェクト」について紹介する。 

１．川崎重工(株)／蒸気タービン事業 

２．グリーンバイナリータービンの仕様 

３．グリーンバイナリータービンの特長 

４．神戸工場自家発電所  

５．九州電力殿との共同研究概要 

６．大阪市殿、大阪府殿、大阪ガス殿との 
  実証試験概要 

７．今後の課題等 

８．質疑応答／名刺交換 

Ⅱ．温泉発電の普及への課題と解決のための方策 
   ～地熱バイナリー発電の現状と課題～ 

大里 和己 氏 【15：45～17：00】 

２０１２年７月の再生可能エネルギー固定価格買取制度のスタートによって、日本国内の温泉バイナリ
ー発電の普及が進みつつあるが、技術的な課題や法制度上の課題等により、急速な普及には至ってい
ないのが現状である。講演者らが、２０１０年度より、環境省委託事業として実施してきたアンモニア水を
二次媒体とする「カリーナサイクル」を用いた実証試験においても、様々な問題が浮き彫りになってきた。
実証試験を通じて判明してきたこれらの課題と今後の取り組みについて紹介する。 

１．温泉バイナリー発電の現状の整理 

２．海外における 
  小規模地熱バイナリー発電の現状について 

３．カリーナサイクルの特徴 

４．環境省委託事業の概要 

５．今後の課題 

６．課題解決のための方策 

７．今後の取り組み 

８．質疑応答／名刺交換 

 

 
ＰＲＯＦＩＬＥ  橋本 薫（はしもと かおる）氏  

 
  
２００７年 経済産業省 入省 自動車課を経て２０１２年７月 現職。   
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  溝口 和彦（みぞぐち かずひこ）氏 
 

  
現在の業務：産業用蒸気タービン発電設備の設計業務、グリーンバイナリータービンの見積・計画・設計業務。 
１９９２年（広島大学 大学院機械工学科修了） 川崎重工業(株)入社、蒸気タービン、ガスタービン関連
業務に携わる、２００６年４月グリーンバイナリータービン開発開始 同開発責任者に任命（２００８年度末開発完了）、
２００７年４月 機械ビジネスセンタータービン部陸用タービン課 課長に任命、２００９年４月 神戸工場自家発電
所内バイナリー発電設備建設ＰＪ責任者に任命、２０１１年７月 九州電力殿との共同研究責任者（川崎重工側
責任者）に任命、２０１１年９月 大阪市殿、大阪府殿、大阪ガス殿との実証試験に供するバイナリー発電設備建
設ＰＪ責任者に任命、現在に至る。  
 

ＰＲＯＦＩＬＥ  大里 和己（おおさと かずみ）氏 
 

  
１９８３年早稲田大学理工学部卒、地熱技術開発（株）入社。環境省・ＮＥＤＯ等の地熱関連の委託研究開発・
委託調査事業、民間等の調査コンサルタントに従事。カリーナサイクルを利用した温泉熱・地熱等の低温熱発
電の設計・事業形成・研究開発に参画、現在取締役営業・事業開発部長、研究開発プロジェクトリーダー（環境
省・ＮＥＤＯ委託事業）。技術士（応用理学）。    
●受  講  料 【第１部】 無料 

【第２部】１名につき ３１,５００円（税込） 

 同一団体より複数ご参加の場合、２人目以降 ２１，０００円（税込） 

●お申込方法 
 
 

 

下記にご記入いただき FAX でお申込みください。 

お申込み後の連絡、請求業務などは新社会システム総合研究所が行います。 

折り返し、新社会システム総合研究所から受講証（当日ご持参下さい）、請求書、会場地図を
ご本人様宛てにお送り致します。お申込み後、５日以内にお手元に届かない場合は必ず新社
会システム総合研究所（TEL: 03‐5532‐8850）へご一報下さい。 

※お客様のご都合でキャンセルされる場合は、「開催１週間前まで」にお申し出下さい。 

その後のキャンセルは、お申し受けできませんのでご了承下さい。 

●お支払方法 請求書を発行いたしますので、開催日までに銀行振込でお願いします。（遅れる場合はご相談下さい）  
９月２６日（木）       「バイナリー発電最前線」 申込日   月   日 

貴 社 名  

所 在 地 
〒 

Ｔ Ｅ Ｌ （    ）        － Ｆ Ａ Ｘ （    ）        － 

Ｅ－ｍａｉｌ 
ブロック体でのご記入をお願いいたします。 

受講講座を○で囲んでください 氏  名 所 属 部 署 ・ 役 職 

第１部 ・ 第２部   

第１部 ・ 第２部   

第１部 ・ 第２部   
※「受講証」等の送付先が上記と異なる場合は下記にご記入下さい。  Ｋ 

通 信 欄   

 
無料 E-mail 案内を □希望する □希望しない □登録済 （✔を入れて下さい） 

 
お申込み受付 FAX 03－3261－0238  S＆T出版(株) 

〒101-0065 東京都千代田区西神田2-5-8 共和15番館ビル2階 Tel：03-3261-0230：

http://www.stbook.co.jp 

※ご記入の個人情報は当社および主催者が、事務連絡・ご案内などに使用いたします。 
１３３１６－Ｅ 

このセミナーは
終了しました


